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1. 機 関 番 号 3 2 6 9 2      2. 研究機関名 東京工科大学              
                        
3. 研 究 種 目 名    若手研究（B）         4. 研究期間      平 成  18 年 度  ～  平 成  20 年 度 
 

5. 課 題 番 号 1 8 7 5 0 0 6 6
 
6. 研 究 課 題 名  分子認識能を持つＤＮＡを利用した遺伝子多型の組合せ解析法の開発        

 
7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ カトウ，テル 

0 0 3 6 7 1 9 5  加藤，輝  応用生物学部  講師 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ 
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ﾌﾘｶﾞﾅ 
           

ﾌﾘｶﾞﾅ 
           

ﾌﾘｶﾞﾅ 
           

9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
       は記載しないこと。 
今年度は，実用的なハプロタイプ解析法の確立に向けて，ヒトゲノムを用いたβ2-アドレナリン受容

体（β2-AR）遺伝子のハプロタイプ解析を行った。β2-AR 遺伝子の 3つのヘテロ接合をしている SNPs

（SNP-654，SNP46，SNP252）を含む 1444 塩基の DNA 断片を標的 DNA として用いた。これら 3 つのヘ

テロ接合している SNPs の解析だけでは，ハプロタイプペア 4/6 またはハプロタイプペア 8/11 を判別

することはできない。そこで，SNP-654 周辺に，SNP-654 が G のときにフルマッチ Three-way junction

（TWJ）を形成する DNA プローブを結合させ，このフルマッチ TWJ とコール酸の親和性を利用してコ

ール酸固定化カラムによる対立遺伝子の分離を行った。さらに，分離した対立遺伝子の他の 2 つの

SNP（SNP46，SNP252）を DNA シーケンサーで解析した。その結果，一方の対立遺伝子がハプロタイプ

6であり，本実験に用いたヒトゲノムはハプロタイプペア 4/6 を持っていることが分かった。この結

果は，サブクローニング後の塩基配列解析によるハプロタイプ解析結果と一致していた。以上より，

DNA の分岐構造とコール酸の特異的結合を利用し，ヘテロ接合している 1 対の対立遺伝子を 1444 塩

基中の 1つの塩基の違いに基づいて分離することに成功した。さらに，薬剤の感受性研究に非常に重

要であるが，SNPs 解析だけでは決定できない，β2-AR 遺伝子のハプロタイプを従来より簡便に解析

する方法を確立した。                               
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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11.研究発表（平成２０年度の研究成果） 
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 〔学会発表〕計（０）件  

発 表 者 名 発  表  標  題 
  

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
    

 
 〔図 書〕 計（０）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（０）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
      

 
 〔取 得〕    計（０）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 
      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


